
 

 

                                                                                                   

Economic Trends                                        経済関連レポート 

プライマリーバランス黒字化の目処について 発表日：2007年1月5日(金) 

～2007年度予算案を踏まえて1、2年前倒しへ～                

               第一生命経済研究所 経済調査部 

             担当 熊野英生（外線：5221-5223） 

政府がプライマリーバランス黒字化に向け、2006 年7 月に示していた「歳出・歳入一体改革」の 2011 年度の目処が前倒し

される可能性が濃厚だ。経済財政諮問会議で明らかになった資料に基づくと、計画は 2007 年度予算案を織り込んで、実質

4 兆円台の収支改善になる。これは平均歳出削減額で測って 1・2 年分の早期化になる。つまり、黒字化の目処は 2009 年

度ないし 2010 年度に前倒しされる計算である。なお、この目処は今後の税収動向によってさらに前倒しされる余地がある。 

 

前倒しの可能性は強まる 

2007年度の政府予算案では、一般会計ベースのプライマリーバランス（以下PBと略す）の赤字が▲4.4兆円と前

年度の当初計画（▲11.2兆円）から＋6.8兆円も縮小する計画になっている。これを受けて、政府が2011年度を目

処にしていた国民経済計算ベースのPB黒字化をどの位前倒しするかに注目が集まっている。 

それに関して、新聞報道では、大田経済担当相が2006年12月26日に行った記者会見の発言に基き、「内閣府は

2011年度に国と地方のPBを黒字化するのに不足する財源が、7月時点の見通しである16.5兆円より7兆円減らし、

9.5兆円にしたと発表した」としている※。この数字の修正は解釈が難しいが、今後の財政改革論議を考えるうえで

極めて重要なので、やや細かく数字の意味合いを確認しておくこととしたい。 

※ 尾身財務大臣も12月26日の記者会見で「相当程度の前倒し改善ができたというふうに思っております」と発言。 

 

▲9.5兆円の計算根拠について 

これまで政府は、2006年7月にとりまとめた「歳出・歳入一体改革」に基づいて2011年度までにPBを黒字化す

ることを目指していた（図表１）。要約すると、PB黒字化のために、2007年度から2011年度までの5年間の収支

改善の必要額として「要対応額▲16.5兆円」（累計値）を掲げ、その金額のうち、①▲11.4〰▲14.3兆円を歳出削

減で対応し、②残りの▲2.2〰▲4.1兆円を増税などで増税対応する、という方針である。政府が推進する「歳出・

歳入一体改革」は、①歳出

と②歳入の両方を一対と考

えた改革を推進するという

意味合いでその名称が付け

られている。 
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（図表1）2007年度予算案を織り込んだ歳出歳入一体改革の修正

修正後の増税対応額 ＝Ｃ － Ｂ － Ａ
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増税対応分 ▲2.2〰▲4.1兆円 （Ｃ）
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この展望に従えば、2006

年7月時点では2007年度予

算において単純計算で▲

2.28〰▲2.86兆円（5年間

で①を均等割り）の歳出削

減が行われる計画であった。

その計画が、2007年度政府
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予算案では、歳出・歳入の両面で収支改善が進み、「歳出・歳入一体改革」の計画もそれを踏まえるかたちで見直

されることになったという経緯である。 

具体的に2006年12月26日に行われた大田経済担当相の記者会見では、「歳出・歳入一体改革」の見直しに関し

て、次のような試算を経済財政諮問会議で示している。 

具体的に、その試算の内容を挙げると、 

（１）2011年度までの税収見通しの上方修正は＋3.5兆円程度。 

2006年度の国の税収見通しを＋2.6兆円ほど上方修正し、2007〰2011年度までの見通しを再計算。国と地方

の税収を名目成長率3％、税収弾性値1.1の前提で機械的に計算し、2011年度まで▲16.5兆円と見込まれて

いた収支改善の必要額を税収要因だけで▲13兆円程度と修正。 

（２）2007年度において「歳出改革を行わなかった場合の歳出」110.8兆円と対比して、2007年度予算案を織り込

んだ歳出改革後の歳出額（2011年度までの累計額）は107.3兆円。歳出改革の効果は▲3.5兆円程度（＝

110.8兆円―107.3兆円）と見込まれる。この▲3.5兆円は、当初2007年度で▲2.28〰▲2.86兆円と予定して

いた平均歳出削減額に対して、追加的歳出削減を含んだ2007年度予算案を織り込むと、さらに拡大するとい

う意味。 

（１）と（２）の双方の効果を勘案すると、2008
．．．．

年度
．．

から2011年度までの4年間で財源不足は▲9.5兆円程度

（＝▲13兆円程度―▲3.5兆円）という計算になる。新聞報道はこの数字をもって「要対応額が▲16.5兆円から

▲9.5兆円になった」と報じている。 

もっとも、筆者の見方では、この数字はすでに予定されていた2007
．．．．

年度
．．

の歳出削減を含めていない点で、財源

不足を大きく評価（▲9.5兆円はマイナス幅が大き過ぎるという意味）していると考える。2006年7月の計画に

おいて、2007年度の歳出削減が▲2.28〰▲2.86兆円と予定されていたことを勘案すると、追加的な歳出削減は▲

3.5兆円ではなく、▲0.64～▲1.22兆円になる。つまり、税収要因と併せた計画の上方修正幅は+7.0兆円程度

（＝3.5 兆円+3.5 兆円）ではなく、+4.14〰+4.72 兆円（＝7.0 兆円－2.28〰2.86 兆円）という計算になるはずだ。

2007
．．．．

年度から
．．．．

2011
．．．．

年度
．．

における要対応額▲16.5兆円は、実質で▲11.78〰▲12.36兆円※※になったと理解すべき

であろう。 

この結果を2011年度までの平均歳出削減額（▲2.28〰▲2.86兆円）を尺度にして、PB黒字化の前倒し年数に

換算すると、1.4〰2.1年（＝4.14/2.86〰4.72/2.28）となる。この数字を当てはめると、「2011年度の目処は、

2009年ないし2010年に前倒しされる」と予想することができる。 

※※より厳密に考えると、2006年度税制改正では、減価償却費の範囲拡大を初年度0.45兆円、平年0.6兆円で減税する措置も勘案すべきである。この減税

額は2011年度までの5年間で累計2.85兆円になる。内閣府の試算では、税収の上方修正は+3.5兆円程度になっているが、減税が行われなければこの

数字は+6.35兆円になっていたはずである。その場合、プライマリーバランスの前倒しは2.4～3.3年になっていたはず。 

 

増税の可能性は薄まる 

上記のような手間のかかる計算は、今後の消費税率の引き上げの必要性の有無を考える上で重要である。2006年

7月時点では、5年間の歳出削減でも穴埋めできない要対応額の残り（▲2.2〰▲4.1兆円）を「主に税制改革により

対応すべきもの」としていた。この部分は、消費税率引き上げを念頭に置いたものと考えて差し支えないだろう。

従来、消費税率の+1％引き上げで＋2.5兆円の税収確保が見込めるということを前提に、予想される消費税率の引き

上げ幅は+1〰2％だと理解されてきた。 

ところが、前述の「歳出・歳入一体改革」の見直しによって、今後の増税対応の部分は+0.04〰▲2.52兆円と大幅

に修正される。この修正は増税の必要性がなくなるとも解釈することもできる。筆者は、これらの結果から考えて、

2007 年秋に予定されている抜本的な税制改正では消費税率の引き上げが見送られる公算がかなり高まった予想する。 



 

 

                                                                                                   

一方、筆者のような見方に対しては、大田大臣の記者会見では次のような牽制発言をしている。「（要対応額が

減ったようにみるが、その数字は）足元の税収で、また来年変わり得る。それから何より歳出改革は、制度改革の

裏打ちができるかどうか、これからの議論にかかっている」（12月26日の記者会見）。筆者にしてみれば、大田大

臣の発言は当局者が財政再建のたがを絶対に緩めないという意図をもったポジショントークとして当然だと思う。

もっとも、増税の決断には政治的判断が介在するので、消費税率の引き上げは先送りされる可能性が濃厚と考える

のが自然であろう。 

 

今後の財政改革論議 

 今回の前提の見直しを踏まえて、財政再建の展望をどう理解すべきだろうか。筆者が最も注目するのは、これま

での税収の見通しがかなり慎重だった点だ。これは、名目成長率3％程度というベースの成長率見通しに起因するも

のではなく、むしろ税収の弾性値の問題である。実は、今回の前提の見直しでも、税収の弾性値1.1が見直されて

いない。その意味では、弾性値がそのままであることを根拠に、税収がさらに上振れする可能性は十分にあると考

えられる。これまで実績として一般会計ベースの税収は、2004〰2006年度にかけて当初計画から毎年上方修正され

ている（図表２）。税収の弾性値が高かったことは、この実績からも明らかであろう（図表３）。 

税収の弾性値に関しては、確かに当局が指摘するように、今後もその数値が持続するかどうかに不確実であり、

楽観的展望を所与の条件に置くことは戒めるべきである。反面、そうであれば、客観的な弾性値がどのくらいかを

再検討しておくことは必要であろう。過去、税収の弾性値は、景気情勢が上方修正されるほど、上振れてきた。

「骨太2007」の策定に関して、税収の弾性値の範囲がどのように修正されるかは注目である。 

なお、消費税率の引き上げについて言及すると、筆者は税収全体の見通しが上方修正含みだから、それが必要な

いと考えるよりも、社会保障関係費の趨勢的増加といった歳出構造に対応させる方が適切と考える。過去の経緯を

踏まえると、景気情勢が上向いたときに重要な税制改正のチャンスを逸してきた。今秋に予定される税制改正論議

では、税収見通し全体に余裕が生まれているからこそ、何が中立公正な税体系を目指すべきを議論する適当なタイ

ミングと考えられる。 

 

-10

-8

-6

-4

-2

-

2

4

6

1
9
7
9
年

度

1
9
8
1
年

度

1
9
8
3
年

度

1
9
8
5
年

度

1
9
8
7
年

度

1
9
8
9
年

度

1
9
9
1
年

度

1
9
9
3
年

度

1
9
9
5
年

度

1
9
9
7
年

度

1
9
9
9
年

度

2
0
0
1
年

度

2
0
0
3
年

度

2
0
0
5
年

度

2
0
0
7
年

度

当初→補正

補正→決算

年度修正額

出所：財務省

兆円 （図表２）税収見込みの修正額

40

45

50

55

60

65

350 400 450 500 550

1990年度

出所：財務省

兆円

兆円

名目ＧＤＰ

税
収

2003年度

2007年

度計画

2006年

度計画

税収の弾性値

（図表3）税収と名目ＧＤＰの関係

 
 本資料は情報提供を目的として作成されたものであり、投資勧誘を目的としたものではありません。作成時点で、第一生命経済研究所経済調査部が信ずるに

足ると判断した情報に基づき作成していますが、その正確性、完全性に対する責任は負いません。見通しは予告なく変更されることがあります。また、記載

された内容は、第一生命ないしはその関連会社の投資方針と常に整合的であるとは限りません。 

- 3 - 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


